
知覧&松陰セミナー2025

私
た
ち
は
、
「価
値
」と
い
う
バ
ト
ン
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

真
の
価
値
と
は
、
そ
の
企
業
だ
け
が
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
。
経
営
の
目
的
は
、
こ
の
価
値
を
継
承
し
続
け
、

永
続
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
、
バ
ト
ン
を
持
つ
私
た
ち
が
、

最
も
強
く
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
。

そ
れ
は
「理
想
」と
「覚
悟
」で
す
。

自
ら
は
何
事
も
為
し
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

日
本
の
土
台
を
築
く
志
士
を
育
て
た
吉
田
松
陰
先
生
、

百
年
後
の
日
本
に
幸
あ
れ
、
と
飛
び
立
っ
た
先
人
た
ち
。

萩
、
そ
し
て
知
覧
で
、
先
人
た
ち
の
想
い
に
触
れ
な
が
ら
、

私
た
ち
の
経
営
に
つ
い
て
共
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

2025

11/13
11/14

僕
は
忠
義
を
為
す
つ
も
り
、

諸
友
は
功
業
を
為
す
つ
も
り
。

知覧松陰セミナー、２年振りに開催決定！

この価値を、どのように磨いて
未来に手渡すか

佐
藤

芳
直

オレは日本に恋している、
首ったけだ。だから無条件。

-theme-

『後に続くを信ず』
～真に受け継がれる物語、理想と覚悟～

百年以上の月日が経っても、時代が大きく変わっても、受け継がれる“コトバ”

Tel:022-722-2007/Fax:022-722-1770

株式会社S・Yワークス

《萩→知覧》

住所：宮城県仙台市一番町1-2-25NSﾋﾞﾙ8階

担当者：近藤・須藤

株
式
会
社
Ｓ
・Ｙ
ワ
ー
ク
ス

代
表
取
締
役

栄へ行く日本の姿を、小生の姿と
思いつつ、強く正しく生き抜いてくれ

「理想」

「覚悟」

その理想が、人生を賭けるに値する
道であると、覚悟を定められるか



死
を
覚
悟
し
た
人
間
が
、

最
期
何
を
思
っ
て
逝
っ
た
の
か

松陰

知覧

「学
と
は
人
た
る
所
以
を
学
ぶ
也
」

私たちの経営も「後に続くを信ずる」
との想いの果てにあるのではないか

松
陰
先
生
が
松
下
村
塾
で
教
え
て

い
た
の
は
た
っ
た
一
年
と
一
月
。

そ
こ
で
高
杉
晋
作
を
は
じ
め
、

伊
藤
博
文
や
久
坂
玄
瑞
な
ど

多
く
の
人
財
を
育
み
、
世
に
輩
出

し
ま
し
た
。

松
下
村
塾
で
松
陰
先
生
は
、

仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
と
は
何

か
、
自
分
が
言
っ
た
言
葉
は
本
当

に
自
分
が
行
動
で
き
る
か
を
、

塾
生
と
一
緒
に
問
答
し
な
が
ら

日
々
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

日
常
の
師
と
の
や
り
取
り
、
同
志

の
関
係
の
中
で
塾
生
た
ち
は
、
人

と
し
て
の
在
り
方
、
考
え
方
、
言

葉
を
磨
い
て
い
き
ま
し
た
。

「指
導
」で
は
な
く
「示
導
」と
は
ど

ん
な
こ
と
か
を
、
松
陰
先
生
の

生
き
様
か
ら
共
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

―

「指
導
」で
は
な
く
「示
導
」と
は―

今
だ
け
自
分
だ
け
お
金
だ
け
。

個
人
も
組
織
も
、
も
ち
ろ
ん
経
営

に
お
い
て
も
、
そ
の
思
考
の
蔓
延

が
、
停
滞
を
生
み
ま
す
。

様
々
な
価
値
観
が
あ
っ
て
良
い
。

し
か
し
、
そ
の
考
え
方
は
、
本
当
に

そ
の
人
間
を
成
長
さ
せ
、
ひ
い
て

は
未
来
を
創
る
よ
う
な
人
財
に

育
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
今
、
難
し
い
時
代
を
生

き
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
と
は

何
か
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
考
え
る
の

で
す
。

な
ぜ
、
松
下
村
塾
出
身
者
は
、
理

想
を
心
に
あ
り
あ
り
と
描
き
、

遂
に
現
実
を
変
え
る
に
至
っ
た
の

か
。

「か
わ
い
そ
う
で
は
な
い
ん
だ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
と
言

う
の
だ
よ
」

知
覧
で
の
学
び
を
経
営
者
や
そ
の

社
員
た
ち
に
と
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
出
来
事
で
す
。

知
覧
特
攻
平
和
会
館
を
尋
ね
、

特
攻
隊
員
た
ち
の
遺
書
を
読
み
、

「か
わ
い
そ
う
」と
呟
い
た
高
校
生
。

そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
る
こ
と
も
で

き
た
の
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
し
て
も

一
言
伝
え
な
け
れ
ば
と
、
冒
頭
の

言
葉
を
伝
え
た
の
で
す
。

彼
ら
は
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
の
か
。

そ
ん
な
一
言
で
、
今
と
の
繋
が
り

を
断
絶
す
る
こ
と
が
、
本
当
に
正

し
い
こ
と
な
の
か
。
命
を
か
け
て

先
人
た
ち
が
伝
え
よ
う
と
し
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に

耳
を
澄
ま
せ
る
こ
と
。

そ
の
中
に
、
私
た
ち
が
経
営
に
お

い
て
果
た
す
べ
き
役
割
も
見
え
て

く
る
と
確
信
す
る
の
で
す
。



11月14日(金)
知覧セミナー

11月13日(木)
松陰セミナー

幕末を生きた伝説の指導者・吉田松陰。

わずか1年1か月の指導期間で、

明治維新を担う数々の志士や、

後に内閣総理大臣になる数々の人財を輩出。

学ぶ目的は、“どう生きるべきかを知る事にある”

という哲学のもと、驚くべき実績を上げた

松下村塾から、人を育てる者として

必要な思考、言葉、振舞いを学ぶ。

日本の未来を守るため、若き優秀な

特攻兵たちは、知覧の地を飛び立った。

自分の死を目前にして、彼らは何を思い、

どのような言葉を残したのか。

私たちが生きている今は、

どのような思いの果てにあるのか。

“恩送り”の意味を、どこよりも

深く学ぶことのできる勉強会。

佐藤芳直による講座
鳥濱初代さんによる特別講演

知覧特攻平和会館
富屋旅館・ホタル館

佐藤芳直による講座
松下村塾・松陰神社見学
松陰先生ゆかりの地見学

上田名誉宮司による特別講演

Schedule Schedule

時間 行程

12:00 新山口駅集合

12:15-
13:15

バス内講座(近藤陽介)
新山口駅→松陰神社

13:30-
15:00

松陰神社正式参拝
上田名誉宮司講話

15:00-
16:00

松陰先生ゆかりの地視察

16:00-
17:30

佐藤芳直講演
（松陰神社）

18:00-
20:00

懇親会
（萩本陣）

20:00
萩にて宿泊
（萩本陣）

時間 行程
8:00-
9:15

明倫小学校見学

9:15-
10:15

バス移動
明倫小学校→新山口

10:34-
12:53

新幹線移動
新山口→鹿児島中央

13:00-
14:00

バス内講座(近藤陽介)
鹿児島中央→知覧特攻平和会館

14:00-
15:00

知覧特攻平和会館視察

15:00-
16:00

富屋旅館・ホタル館視察
鳥濱初代さんご講演

16:10-
17:30

佐藤芳直講演(知覧図書館)

18:30 鹿児島中央駅到着・解散

※松陰セミナーのみ参加の方は、11月14日(金)10:15 新山口駅にて解散となります。
※知覧セミナーのみ参加の方は、11月14日(金)13:00 鹿児島中央駅集合となります。



知覧・松陰セミナー2025

概要

■令和7年11月13日（木）～11月14日（金）
■料金
知覧松陰セミナー両日参加：167,000円＋消費税
11/13 松陰セミナーのみ：112,000円＋消費税
11/14 知覧セミナーのみ：68,000円＋消費税

※上記料金には、①セミナー受講料、②バス代金、③昼食代、④会場入館料
（知覧）、⑤1泊2食分の宿泊費（松陰）、新山口駅から鹿児島中央駅までの
新幹線代（知覧・松陰）が含まれております。

集合場所

解散場所

【全行程参加の方】
11/13 12:00 新山口駅集合 11/14 18:30 鹿児島中央駅解散

【松陰セミナーのみご参加の方】
11/13 12:00 新山口駅集合 11/14 10:15 新山口駅解散

【知覧セミナーのみご参加の方】
11/14 13:00 鹿児島中央駅集合 11/14 18:30 鹿児島中央駅解散

申込み方法

同封のお申込書に必要事項をご記入の上、FAXをお送りいただくか、弊社ＨＰより
直接お申し込みください。
お申込の確認後、Ｓ・Ｙワークスの担当者よりお電話、またはメールにてご連絡
させていただきます。（御請求書が必要な場合は、その際にお申し付けください）
その後、ご入金が確認できましたらお申込み完了となります。

定員 30名様

注意事項

【キャンセルポリシー】
セミナー申込後のキャンセルのお申し出がある場合は、開催日の
2週間前（10月30日）以降のご連絡は、ご参加費用の50%、1週間前（11月6日）
以降のキャンセルは参加費用の100%をキャンセル料として申し受けますので
予めご了承ください。

お振込先

みずほ銀行 仙台支店（店番号：723） 普4326931
口座名義：株式会社S.Yワークス
（注：SとYの間に「・」ではなく「.」ピリオドが入ります）
※なお、お振込み手数料はお客様負担とさせていただきます。

担当者
株式会社S・Yワークス
内藤・近藤・須藤
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